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秋山中学校の校舎が老朽化のため

改築されることになりました。 ま
す
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道
路
駅
前
広
場
、
駐
車
場
整
備
な
ど

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
す

三
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
《
’
三

九
億
九
三
万
一
千
円
《
そ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
九
二
億
五
《

○
○
○
万
円
へ
特
別
会
計
三
六
億
一
、
七
八
○
万
円
《
企
業

会
計
一
○
億
三
、
三
一
三
万
一
千
円
で
す
。
予
算
の
中
で
特

に
重
点
を
置
い
た
こ
と
は

◎
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
施
設
の
充
実

◎
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道
路
の
整
備

◎
今
年
が
最
終
年
度
に
当
た
る
駅
前
広
場
整
備
事
業ー

◎
駐
車
場
の
整
備

◎
勤
労
者
体
育
施
設
の
整
備

◎
下
水
道
の
整
備
な
ど

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
《
今
月
号
で
は
、
ニ
ー
セ
ペ
ｌ
ジ
で
施
政
方
針
や
予

算
、
主
な
事
業
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
内
容
が
「
お
も

し
ろ
く
な
い
」
と
思
わ
れ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
が
大
切
な

こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲森林公園で遊ぶ親子連れ。市では，生活にうるおいを与

えてくれる駅前広場や勤労者体育施設，松岡児童公園な

どを整備していきます。

会計別の予算額

伸び率
（％） ：

構成比
（％）

66．6

計l : 別 予騨：算額

92億5,000万円

《
云

般
今
云 計 11.9

特国民f

型老人
云

計V鋤『

国民健

町

康保険事業

老人保健事業

15億1,460万円 △8．410.9

ー

17E3,520万円 12.5 1.7

西 側

土地区画整理事業
3億6,800万円 2.6 8.2

ｌ
似
Ｌ
ｌ
ｒ
ｒ

企
業
会
計

水

工

道 事業 8億8.310万3千円 6.3

1．1

1.7

業用水道事業 1E5,002万8千円 △15.4

合 計 139億 93万1千円 100.0 6.8

ロ
市
民
一
人
当
た
り
に
匡

国
使
わ
れ
る
お
金
ｐ

特別土地軽自動車税市たばこ税都市計画税

保有税

虻 呼P蝿一一

『 ；
』固定資産税 市民税吋

や
惣
、

Ⅱ毎詞

く
、

市
民
弓
人
当
た
り
が

負
担
す
る
税
額

総務費 合
計
鞭

ｑ
や
Ｈ
咄
ｈ

十
一
万
一

I

蝋蝋■鐵
■

灘
｜弾＝; " "

蕊371円； 720円i 4,876円』 6,974円 43,175円 ■報29円§蒜､‘ ’

鍵 へ
○
四
五
円44,388円

(※なお，人口は3月1日現在の35,320人で計算しました｡）

②



市
長
に
就
任
し
て
二
年
目
を
迎
え
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
自
然
に

恵
ま
れ
た
高
萩
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文
化
都

市
」
の
創
造
の
た
め
、
都
市
基
盤
づ

く
り
と
市
民
の
生
活
の
安
定
、
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
飛
躍

の
年
と
な
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

我
が
国
の
社
会
経
済
環
境
は
、
世

界
的
不
安
定
な
情
勢
の
中
で
高
齢
化

や
国
際
化
、
高
度
技
術
情
報
化
が
急

速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物

の
豊
か
さ
よ
り
心
の
豊
か
さ
が
要
求

さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

は
、
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
な
が
ら
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と

が
私
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

ユ
ｑ
ノ
ー
○ 〔

平
成
一
一
一
年
度
施
政
狗
針
〕

平
成
三
年
度
施
政
方
針

自
然
と
の
調
和
の
と
れ
た
ま
員
つ
く
り
を

蕊まず
、
建
設
大
臣
の
認
定
を
受
け

た
高
度
海
岸
コ
ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ゾ
ー
ン
（
Ｃ
，
Ｃ
・
Ｚ
・
Ｉ
海
辺

の
ふ
れ
あ
い
）
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
海
岸
工
事
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
た
に
、
県
の
事
業
と
し
て
マ
リ

ー
ナ
建
設
事
業
が
採
択
さ
れ
、
そ
の

受
け
皿
と
し
て
の
第
三
セ
ク
タ
ー
（
行

政
と
民
間
企
業
が
共
同
出
資
を
し
て

事
業
体
を
つ
く
り
、
公
共
性
の
高
い

開
発
事
業
を
行
う
方
式
）
、
仮
称
「
高

本
市
の
広
大
な
山
間
地
域
の
豊
か

な
森
林
資
源
の
活
用
が
課
題
で
す
が
、

水
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
自

然
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
地
域
振

興
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
の
供
用
開
始
に
よ

っ
て
高
萩
市
の
評
価
も
高
ま
っ
て
お

り
、
道
路
網
の
整
備
や
小
山
ダ
ム
の

建
設
と
い
う
基
礎
的
整
備
が
必
要
で

幸
い
、
今
年
は
高
萩
市
新
総
合
計

画
第
二
次
基
本
計
画
の
初
年
度
に
当

た
る
年
で
す
の
で
、
こ
の
計
画
を
行
．

f
ー

萩
マ
リ
ー
ナ
株
式
会
社
」
の
設
立
を

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
北
地
域
を
対
象
と
す
る

リ
ゾ
ー
ト
法
の
重
点
整
備
地
域
の
指

定
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
国
と
の
調

整
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
中
に

は
方
向
づ
け
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
民
間
資
本
の
導
入
、
公
的
施

設
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
リ
ゾ
ー

ト
都
市
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

す
。
特
に
、
山
間
地
域
の
広
域
的
道
路はなわ

の
県
道
高
萩
・
大
子
線
、
高
萩
・
塙

線
や
広
域
農
道
の
整
備
、
促
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
当
面
、
ふ
る
さ
と

自
然
公
園
の
整
備
や
小
山
ダ
ム
の
開

発
と
、
そ
の
周
辺
の
湖
面
の
利
用
を

含
め
て
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
四
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

財
政
運
営
の
指
針
と
し
て
、
一
二
世

紀
を
め
ざ
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

●●●●●●●・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●．●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●今●●●●

そ
会
費
４

予算の構成十議
商工

消防費
『-その他6億9,521万1千円(75%）

ｰ

典 , …

' 、 ･ ､ ・.f 贈 弓、 』品､ : 』坪診ざ品 L

その他議会費§商工費消防費衛生費
今
ロ 農 林

水産業費

公債費瀞民生費参M教育費 土木費一

一

一
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円
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③
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1

1 璽
蕊
篭

で
》
将
来
に
向
．

算
》
の
調
和
、
班

予
一
な
が
ら
「
新

批
》
提
案
す
る
交
一

の
三
情
報
化
社
《

方
識
灘
鵬
蝋

政施度
轟
が
提
案
し
た
一

年
》
現
化
の
た
め

〔
○
帝
ば
れ
、
現
在
、

成
錦
れ
て
い
る
と
一

平
一
新
都
市
計
画

！
！
』
て
い
ま
す
。
」

！
情
報
化
社
会

将
来
に
向
か

蕊
聡

の
中
で
、
関
東
通
産
局

が
提
案
し
た
電
脳
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
実

現
化
の
た
め
、
高
萩
市
が
候
補
地
に
選

ば
れ
、
現
在
、
構
想
づ
く
り
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
丘
陵

新
都
市
計
画
と
整
合
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
高
萩
市
を

と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
歴
史
や
文
化
に
根

ざ
し
た
、
う
る
お
い
と
ゆ
と
り
が
感
じ

ら
れ
る
都
市
づ
く
り
に
努
め
、
県
北
地

区
の
中
核
都
市
と
す
る
よ
う
最
善
の
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
三
年

度
か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
の
第
二
次
基

本
計
画
を
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
を
行
政
の
指
針
と
し
て

○
土
地
利
用
と
水
資
源
の
計
画

○
都
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

っ
て
は
、
自
然
資
源
と

の
調
和
、
既
存
施
設
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
「
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
す
る
交
流
ス
テ
ー
ジ
」
を
基
本
テ

人
口
五
万
人
を
め
ざ
す
に
は
、
産
業
の
受
け
皿
づ
く
り
と
市
街
地
の
拡
大

よ
ノ
ｊ
上
／
』
よ ○

活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
だ
す

産
業
づ
く
り

○
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
行
・
財
政
の

計
画

を
推
進
し
な
が
ら
人
口
五
万
人
を
め
ざ

し
た
都
市
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
萩
市
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
は
好

況
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
高
金
利
や
株

価
の
低
迷
、
湾
岸
情
勢
と
い
う
不
確
定

要
素
が
あ
り
、
今
後
も
十
分
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
三
年
度
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
予
算
や
、
地

方
財
政
計
画
な
ど
に
留
意
し
つ
つ
、
財

政
の
健
全
な
運
営
を
基
本
に
重
点
的
か

つ
効
果
的
な
財
源
の
配
分
を
し
ま
し

た
。 －

マ
に
高
萩
丘
陵
新
都
市
整
備
の
検
討

を
、
茨
城
県
、
高
萩
市
、
地
域
振
興
整

備
公
団
に
よ
っ
て
行
っ
て
お
り
、
そ
の

実
現
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

○
健
康
で
や
す
や
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

○
人
間
優
先
の
生
活
環
境
づ
く
り

○
心
豊
か
な
人
づ
く
り

上
ノ
Ｉ
上
ノ
ノ
上
／
ｒ
上
ノ

ー

尺

。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●●●・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●．●ぐ

土地利用と水資源の計画等
○高萩丘陵新都市整備事業調査…

500万円

建設省の地方都市整備事業として，

地域振興整備公団と茨城県，高萩市

が共同で山間丘陵地の恵まれた自然

環境を備えた住まいづくりを中心に

整備をしていくための調査が進めら

れています。

○電脳リゾート基本計画策定事業…

500万円

通産省関東通産局が提案した電脳

リゾート構想の実現化のため，高萩

地区を対象として，企業の知的創造

部門を担当するビジネスマンたちが，

自然環境に恵まれた地域で，心身を

リフレッシュしながら仕事をする，

大規模リゾートオフィス整備プラン

の策定を進めます。

高萩市水道事業(企業会計）

第1次拡張事業として整備が進め

られていた関口の新設浄水場の一部

が， 5月初旬から一般家庭などへの

給水をはじめる予定です。給水地区

でありながら給水のできなかった上

手綱の関口や千代田，望海や十分な

給水ができなかった赤浜地区など，

これにより，給水区域の全体が給水

可能になります。

函年度)… 2,420万5千円

市内の土地利用を図るため，現在

の地図が実態とあわなくなっている

ので作り変えます。都市計画区域内

は, 18m(2,500分の1),区域外は4

面(10,000分の1)作成します。これ

により， より正確な高萩市全域の平

面図ができます。

日立･高萩･十王広域下水道組合負担金

一… 1億6,389万6千円

現在，市内各地で行われている公

共下水道事業のため，土木費の中か

らその事業費として負担しています。

町西側土地区画轄理事業特別会計繰出

金… 1億3,110万5千円

本町地内で行われている町西側土

地区画整理事業を実施するため，土

木費の中からその事業費として負担

しています。

識議 " 関] : ：

工業用水道事業

市内の7事業所に年間732万立方

メートル給水しており，現在，施設

能力の1日2万立方メートル全量が

契約済みです。

○集会所建設事業(石滝)…

2,604万3千円

市民課や税務課サービス業務のオンラ

インシステム借上料など…

5,909万3千円

市議会議員・県知事・農業委員会委員

選挙費… 2,239万3千円

市勢要覧作成事業… 412万円

ビデオ編集・コンクール事業…

143万2千円

整
備
が
進
む
公
共
下
水
道
工
事

④
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針

鮴

叩

管基

き苔' 二

応
献
募
發
鍔
零
謡

率
轆
評
辨
霊
園
ま
い
鵠
塞
維
嬉
か
恐
輻
砿
溌

公
営
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、

建
て
替
え
及
び
移
転
基
本
計
画
を
作
成

し
今
後
の
公
桝
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
公
社
に
よ
る
住
宅
団
地

の
造
成
の
促
進
と
、
民
間
資
本
に
よ
る

僻
宅
開
発
も
蔽
械
的
に
誘
導
し
て
い
き

ま
す
。公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
森
林
公
園

常
磐
自
動
車
道
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
供
用
開
始
さ
れ
、
甘
都
闇
か
ら

の
評
価
が
高
ま
り
、
交
通
量
の
墹
大
に

伴
う
交
通
渋
滞
や
交
通
事
故
の
発
生
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
交
通
安
全
施
設
の
整
備

や
市
道
、
都
市
計
画
道
路
の
整
備
に
努

め
、
特
に
、
都
市
計
画
道
路
３
．
３
．

上あ
わ
せ
て
住
宅
団
地
の
整
備
が
必
要
で

す
。
土
地
利
用
計
画
の
見
直
し
と
、
高

萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
土
地
利

用
計
画
を
十
分
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
小
山
ダ
ム
の
建
設
に
よ
る施政方針を述べる大久保市長

の
整
備
、
駅
周
辺
広
場
整
備
事
業
を
引

き
続
き
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

雁
川
促
進
事
業
間
に
よ
る
勤
労
打
体
育

施
設
整
備
事
業
を
促
進
し
、
連
動
施
設

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
清
潔
で
快
適
な
生
椚
を
確
保

す
る
た
め
、
公
害
の
未
然
防
止
に
努
め

監
視
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
災

押
か
ら
守
る
消
防
、
救
急
体
制
や
衛
生

業
務
の
円
滑
な
連
衡
を
図
る
た
め
、
事

務
組
合
に
負
担
し
て
い
き
ま
す
。

五
ハ
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

９
号
石
滝
・
赤
浜
線
が
本
年
度
か
ら
県

事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
る
方
向
で
す
の

で
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
民
が
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に
、

公
共
下
水
道
の
整
備
と
市
街
地
整
備
事

業
と
し
て
町
西
側
土
地
区
川
整
理
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

水
道
第
一
次
拡
張
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
本
年
、
一
部
給
水
開
始
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
未
給
水
区
域

の
解
消
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ー
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〈都市発展の基礎づくり〉
(○は新規事業です）

＃市道改良事業… 1億6,585万3千円

雛鴬墓騰事巽麓削舌環境づくり〉
おじま

下手綱の小島|TI地の土地(18,500¥ FI常生活に密着した道路網を整備

平方難-ﾄﾙ! を収得雁川雌謂： す烏ため,巾趣良舗装事業側
業団による勤労背体育施設繋備事業鷺 溝・排水路繋備事業を垂,'1'i的に行っ

；……繍で崎：…を実施して，野球場やサッカー場，

ラグビー場，ケートボール場などを

；驫蝋脆一幣備していく予定です。

；*:……手綱蝿』脚…
松岡児童公園整備事業…800万円

松岡地区公民館の整備に伴い，松

岡児童公園を111節の西側に､整備す§ さらに,県道高萩･塙線への接続

息誌鶇轆…: *瀞辮ル
8467j円 鷺 ＊將栗から大能牧場間

分団詰所改築事業…

‘55m｢n;篭鰯ら痒繍"』'剛”
劉麓為事業…職馴

高萩市・十王町事務組合負担金…

8億710万3千円

↑h民生礁守る’消防救急業務；都市計画道路3.4.6号東本町･高萩
や,し尿,塵介(ごみ)，斎場などの仕‘線改良事業… 1億6,979万9千円

事は｡十王町と典同で処蝿していま； 台高談の尚萩高校のバｽ停留所か
す。このような市民生活に密着したゼ ら後谷下を通I)本町4~1. 1 I地内まで

fl事に消防灘や衛生費の巾から負担： の｡全体計獅7洲感-ﾄﾙのうち，

壼職…鴬§IⅢ蝋華瀧撫型
刃

主な事業と予算 （○は新規事業です）

〈人間優先の生活環境づくり〉

勤労者体育施設ができる小島団地

駅周辺広場整備事業(最終年度)…

1億8,772万'千円

駅東ふれあい肱場（仮称）は，す

でに，昨年からﾘ割)liiをはじめている

ふれあい広場(3,950平方メートル）

やインフォメーションプラザ(1,015

平方メートル，観光・催物案内板な

ど),中央広場(2,881平方メートル),

みと・りの広場(1,360平方メートル）

などが整備され、市民のみなさんの

憩いの広場として生まれ変わります

駅111ポケットパーク （仮称）は，

モニュメントの整備や，高萩郵便局

から駅までの歩行者專用道路（86メ

ートル）バス停W{所の待合室などを

整術します。

○市営住宅建て替え及び移転基本計画

事業… 385万|リ

○勤労者体育施設整備事業･・

5,968万9千円

ー
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人
間
性
豊
か
な
心
身
と
も
に
健
康
な

児
童
、
生
徒
の
育
成
の
た
め
に
、
教
育

環
境
の
整
備
は
常
に
重
要
な
課
題
の
一

つ
で
す
。

本
年
度
か
ら
特
に
、
危
険
校
舎
の
認

定
を
受
け
た
秋
山
中
学
校
改
築
事
業
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
数
の
増
加

に
伴
い
、
松
岡
中
学
校
の
増
築
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
情
報
基
礎

の
目
標
達
成
の
た
め
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
導
入
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
多
様
な
学
習
意
欲
に
対
応
す

る
た
め
、
生
涯
学
習
体
制
の
強
化
や
公

民
館
、
青
少
年
ホ
ー
ム
の
充
実
と
図
書

館
資
料
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
も
、
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」

「
だ
れ
で
も
」
気
軽
に
で
き
る
よ
う
指

地
域
連
帯
意
識
に
基
づ
く
ふ
れ
あ
い

の
あ
る
温
か
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す
た
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
育

成
を
図
り
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
母

体
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。ま
た
、
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
健
康

の
維
持
増
進
を
基
本
に
、
地
域
活
動
に

導
者
育
成
や
施
設
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
文
化
活
動
も
活
発
で

あ
り
、
文
化
会
館
を
中
心
と
し
た
催
事

や
文
化
協
会
の
育
成
を
図
り
、
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
歴
史
的
遺
産
と
整
合
さ
せ

な
が
ら
松
岡
地
区
環
境
整
備
事
業
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
国
際
化
が
進
む
中

で
、
平
成
二
年
に
「
高
萩
国
際
交
流
協

会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
の
で
積
極
的

に
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

積
極
的
に
参
加
し
、
生
き
が
い
の
あ
る

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も

に
、
介
護
を
要
す
る
人
に
は
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
允
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

心
身
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、

高
萩
市
心
身
障
害
者
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
活
動
の
中
心
施

設
と
し
な
が
ら
社
会
適
応
訓
練
事
業
を

行
う
と
と
も
に
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事Ｒ

〉
》

▲元気いっぱい高萩保育所の子どもたち

●、●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●く

〈心豊かな人づくり〉
○秋山中学校校舎改築事業（平成3～

4年度)… 3億3,363万4千円

鉄筋コンクリート造り3階建て，

2,682平方メートルで，普通教室18,

多目的教室3を改築します。

○松岡中学校校舎増築事業…

1億8,748万8千円

鉄筋コンクリート造り3階建て，

532平方メートルで，普通教室2，

パソコン教室1，パソコン22台を整

備します。

○生涯学習推進事業… 473万4千円

生涯学習の整備・体制づくりを推

進していくために，広く市民のみな

さんの意見を反映させる行政・民間

一体となった生涯学習推進委員会を

設置します。

o松岡地区環境整備基本計画策定事業

1,000万円

古くから城下町としての歴史をも

つ松岡地区の歴史的遺産を生かした

まちづくりを推進し，個性と魅力あ

る高萩らしさの創出を図るための基

本計画の策定に取り組みます。

英語指導助手設置事業… 594万1千円

○中央公民館20周年記念事業…

382万4千円

学力向上対策研究推進事業…90万円

…
砥…唖U唖'、

本
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
の
び
の
び
遊
ぶ
高
萩
っ
子

）

灘
警
纐
野
念
野
愈
韓
命
鰯
蛎
蝉
葬
鱒
沸
影
》
野
単
彩
舎
諺
惨
影
瀞
彬
彰
厳
彰
醐
野
患
海
駐
彰
鱗
蝋
驚
轆
謎
紗
彩
愈
墾
舎
餡
嚇
龍
式
顛
彰
勢
藩
瀞
駆
智
欺
彩
命
騨
舎
導
翁
諺
群
諺
噛
泌
櫛
憾
才
諺
野
津
彩
窮
叱
番
箙
沃
鯵
影
撒
彰
溌
彰
噛
将
説
竿
影
傘
彰

<私もひとこと〉 ：

道
路
や
用
水
路

を
整
備
し
て

ま
さ
き

神
代
政
喜
さ
ん

（
上
手
綱
）

；

悪い道路が多いのでもっと舗装して

一

五 用者も約70人と増えています。

国民健康保険事業特別会計繰出金…

4,064万7千円

昨年から国民健康保険事業の中で，

へルスパイオニアタウン （健康なま

ちづくり）事業として，市民健康ま

つりや健康教育，短期人間ドック，

市民歩く会なとﾟを実施しています。

老人保健事業特別会計繰出金…

8,766万7千円

市内の対象となるお年寄りは，約

3,000人で， その医療費は年額，約

17億円を超えています。これを一人

当たりでみると約56万円です。 ○道徳教育充実対策事業…67万6千円
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農
家
数
は
、
年
々
減
少
し
、
高
齢
化
す
。
花
貫
ダ
ム
、
花
貫
渓
谷
、
土
岳
一

し
て
い
る
な
か
で
、
優
良
農
地
の
保
全
帯
を
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
努
め
、
中
核
農
家
の
育
成
と
経
営
の
と
し
て
整
備
し
高
戸
海
岸
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ
・
整

安
定
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
備
事
業
を
中
心
と
し
、
マ
リ
ー
ナ
の
建

の
た
め
に
、
土
地
改
良
事
業
、
山
村
振
設
と
海
岸
線
の
整
備
を
行
い
、
海
水
浴

興
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
等
を
積
極
が
で
き
る
臨
海
リ
ゾ
ー
ト
基
地
と
な
る

的
に
推
進
し
ま
す
。
よ
う
関
連
事
業
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

商
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
高
萩
商
こ
れ
ら
の
事
業
を
強
力
に
推
進
す
る

間
が
確
立
し
て
い
ま
す
が
、
大
店
法
（
大
た
め
に
効
率
的
な
人
事
管
理
と
職
員
の

規
模
小
売
店
舗
に
お
け
る
小
売
業
の
事
資
質
の
向
上
を
図
り
、
事
務
事
業
の
改

業
活
動
の
調
整
に
関
す
る
法
律
）
の
改
善
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

正
に
伴
う
大
型
店
の
出
店
計
画
や
、
消

以
上
、
平
成
三
年
度
の
施
政
に
つ
い

費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
に
対
応
し
て
の
方
針
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
今

な
が
ら
、
商
圏
の
維
持
拡
大
を
図
る
必
後
と
も
、
市
勢
発
展
の
た
め
最
善
の
努

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
商
工
力
を
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
み
な

会
の
育
成
や
駐
車
場
の
確
保
に
努
め
て
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

い
き
ま
す
。
特
に
、
営
林
署
貯
木
場
跡
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

地
を
買
い
取
り
駐
車
場
の
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
観
光
施
設
の
整
備
が
必
要
で

う
し
ろ
や
し
も

後
谷
下
地
区
の
調
整
池
▼ ▲ケモトボールを楽しむ老人クラブのみなさん

ビ業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
と
い
う

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
保
健
セ
ン

タ
ー
を
中
心
に
保
健
、
予
防
、
リ
ハ
ビ

リ
等
の
事
業
を
実
施
し
、
さ
ら
に
、
へ

ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ァ
タ
ウ
ン
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

ー

今今◇◇◇

で
い
き
ま
◇令今

る
と
い
う
》

保
健
セ
ン
今

、
リ
ハ
ビ
》

ら
に
、
へ
》

業
を
推
進
◇◇◇今◇今

謹
一
◇令

、
土
岳
一
今

ョ
ン
の
場
》

Ｃ
・
Ｚ
・
整
》

－
ナ
の
建
今

、
海
水
浴
》

地
と
な
る
》

い
ま
す
。
。

推
進
す
る
》

と
職
員
の
◇

事
業
の
改
零今◇

政
に
つ
い
◇

た
が
、
今
《

最
善
の
努
》

で
、
み
な
今

協
力
を
心
一今今和今参

<健康でやすらかな地域社会づくり〉
主な事業と予算 （○は新規事業です）

：
毒

く活力ある市民生活をつくりだす産業づくり〉 §

､貫川縮…準‘秋山下蝿風” Ⅷ鴬班鰄灘蕊段；
土地改良事業補助金… 5,832万2千円

＝．-‘……､”“…､，隊‘…"：上中・石滝地区の補完工事を行いま て，周辺のみなさんの憩いの場とし
うしるやしも あんきよ

す。 また，後谷下地区の暗渠排水工 て整備します。

事｡安全施設工事などを行います。 地籍調査事業” 2,933万1千川：
農道．水路整備事業… ‘今年は，安良川の一部，大字高萩鋸

；1億1,995万7千円 の一部，本町一丁目の一部(160ヘク

林道整備事業… 6,501万4千円 タール）で地籍調査を実施します。 鳶
野

○後谷下地区士地改良関連環境整備事 ○春日町第3駐車場(仮称)整備事業…’

業… 813万4千円 1億2,611万円 ＃

§

○心身障害者福祉センター運営費…

（福祉作業所） 452万2千円

在宅の体の不自由なみなさんの作

業計||練やⅡ常・集団生活への適応計|｜

線交流を深める場として活用します

ヤクルト愛の定期便事業…221万6千円

○ガイドヘルパー派遣事業…56万l 'l

目や体に障害をもつ人が外出に付

き添いが必要な時，派遣します。

児童福祉対策事業…3億6,629万9千円

生活保護事業… 3億1,956万3千円

身体障害者・精神薄弱者等福祉対策事

業… 2億4,715万9千円

老人福祉対策事業…1億7,570万3千円

シルバー人材センター補助金…

2,406万2千円

社会福祉協議会補助金…1,213万円

○3歳児健康診査事業… 116万9千円

今まで保健所で行われていた3歳

児健康診査を， 7か月児健康診査，

1歳6か月児健康診査2歳児歯科

健康診査と同じように市の保健セン

ターで実施します。
● ●

基本健康診査や各種がん検診事業“

3,921万9千円

保健センターは, 1年を経過して

基本健康診査をはじめ各種がん検診

などの受診率も増え, 1H平均の利

／
刃

ー

：

⑦



出来たてのホヤホヤの施設を’5つ紹介します。どんどん利用
謡撫謹唾鯉”

ー

, ’ 本町4丁目）

;ﾊｰｼ……､へ~………､ヘヘヘヘハー､へ~…､；

｝ 本町ﾌｧﾐﾘｰｽボｰﾂ公園， ！
}心身障害者福祉センターの建設費；
；の一部は，厚生年金，国民年金の；

;積立金から, また高萩中学校柔剣；
；道場の建設費の一部は，郵便局の；

:簡易保険の積立金力Ⅷう融資を受け＃
；ています. ﾀ
ﾐ ミ

健康遊具が設置してあります

働き勝りのお父さんの運動不足

の解消にいかがでしょうか。

水性植物園
まだ観察できるまでにはなっていません

が， ショウブやアヤメなどを柿えました。
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新
ゆ き

斎藤夕起子さん(安良川） ＃ 露
掘

蕊
集まれる場所が無かった

ので，常会の集まりや子ど

135.8㎡

鱗

ま車圭

叶韓＃

児童擴園一

元気いっぱいの子どもたち

は，戸外が大好き。そんな子

どもたちを砂場やコンビネー

ション遊具が，待っています

一

擁

o秋山1,829 ･床面積155.18㎡……

・木造平家建て
Ⅱ FⅡ Ⅱ F L J I Ⅱ II I lI ﾄ ⅡI I

I lI lI Ⅱ 11｣1 1｣ 1 m Ⅱ 11 Ⅱ 1 ｣L 皇』

91■

蕊誉蕊
韓ﾕ

＝

津

青木誠司くん(高萩中）

部活動の体育館使用に制限

がありましたが， これからの

部活動は，毎日，部員全員で

できるようになりました。
鱸
舞
錘
鍵

騨

〉
．

師靴

琴鐵諏
畢

：露

篭柔鐘鍾場準 淵

･床両績71"㎡ ･木造平塞建て蓋
§錘鱗識

職

職

戯

露

篭

蕊鐸溌難…鍼舞議蕊綴鍵嬢灘灘鍵議
…

患

篭蕊

獺
》
》

¥鋼

雑 業競；
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市民記んにちは
一

一

災害時は人命救助が

第一,まず119番を
高萩市･十王町事務組合消防本部壷22－2258

(髭室麗生鬘三f悪務諜濤露篭）

○
市
民
記
者
○

金
沢
美
穂
さ
ん

（
島
名
）

撫 亨
蝿

少 〃

鰈苧

f>

？

る
時
の
連
絡
の
と
り
方
は
。

木
村
一
一
九
番
に
電
話
し
、

急
病
か
事
故
か
、
ど
ん
な
状
態

な
の
か
。
人
数
、
場
所
、
そ
し

て
電
話
を
し
て
い
る
自
分
の
名

前
と
電
話
番
号
を
話
し
て
く
だ

さ
い
。
消
防
署
で
は
、
救
急
車

の
要
請
に
応
え
て
、
医
療
機
関

と
連
絡
を
と
り
お
送
り
ま
す
。

金
沢
以
前
、
休
日
に
子
ど

も
の
容
体
が
悪
く
な
り
、
数
件

の
病
院
と
連
絡
を
と
っ
て
、
や

っ
と
診
て
も
ら
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
最
初
か
ら
救
急
車

を
お
願
い
す
れ
ば
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。

木
村
そ
う
で
す
か
。
そ
の

よ
う
な
時
は
、
消
防
署
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
診
察
し
て
く

嵐憩鍛？瀞囎管乳 伊 ？ 。

熱が高いとか，具合いが悪いけ

ど救急車を呼ぶほどではない時で

もダ消防署に電話をすると，病院

と連絡をとってくれるのですね。

救急車は，不慮の事故や災害に備

えておいて欲しいですね。

、一

ー

れ
る
病
院
と
連
絡
を
取
り
ま
す

の
で
、
そ
こ
の
病
院
へ
個
人
で

連
れ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

金
沢
消
防
署
が
、
病
院
を

案
内
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
。

木
村
は
い
。
救
急
車
を
呼

ぶ
ま
で
も
な
い
。
で
も
医
者
に

診
て
も
ら
い
た
い
が
、
ど
こ
の

病
院
が
診
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
時
に
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
℃
ま
た
、
メ
デ
ィ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
を
す
る
と
、
同

じ
よ
う
に
病
院
を
案
内
し
て
く

れ
ま
す
。

金
沢
覚
え
て
お
く
と
安
心

で
す
ね
。

木
村
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
二
台
あ
る
救
急
車
は
、

火
災
な
ど
の
災
害
や
交
通
事
故
、

急
病
の
時
に
備
え
て
お
き
た
い

で
す
ね
。
昨
年
一
年
間
の
救
急

車
は
、
九
百
三
十
三
件
の
要
請

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
急
病

が
五
四
％
、
交
通
事
故
が
二
二

％
で
、
月
平
均
で
は
七
七
回
に

も
の
ぼ
り
、
特
に
、
急
病
は
年

々
増
え
て
い
ま
す
。

金
沢
救
急
車
二
台
で
は
、

フ
ル
回
転
で
す
ね
。
救
急
が
重

な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

木
村
そ
の
時
は
、
十
王
町

（
分
署
）
と
連
絡
を
取
り
合
う

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
出
来
る
だ
け
不
盧
の
災
害

金
沢
先
日
、
日
立
市
で
大

き
な
山
林
火
災
が
起
き
ま
し
た

が
、
高
萩
は
大
丈
夫
で
す
か
。

木
村
高
萩
の
地
形
は
、
土

岳
を
中
心
に
す
る
と
高
い
山
が

少
な
く
、
さ
ら
に
谷
間
の
水
利

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

署
員
が
山
林
火
災
防
止
の
パ
ト

ロ
ー
ル
（
四
月
と
五
月
）
を
し

て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
二
六
人

の
山
林
監
視
員
さ
ん
が
、
常
に

巡
回
し
目
を
光
ら
せ
て
い
る
の

が
、
防
災
に
大
き
く
役
立
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
で
も
、
君
田
方
面
で

火
災
に
な
っ
た
時
、
行
く
の
に

時
間
が
か
か
り
ま
せ
ん
か
。

木
村
消
防
車
が
着
く
ま
で

の
間
、
高
岡
地
区
の
消
防
団
員
や

婦
人
消
防
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

が
、
消
火
活
動
に
あ
た
り
ま
す
。

金
沢
女
性
と
は
、
頼
も
し

い
で
す
ね
。
そ
の
火
災
の
原
因

で
多
い
の
は
何
で
す
か
。

木
村
昨
年
一
年
間
の
火
災

は
一
二
件
で
、
そ
の
う
ち
五
件

が
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
消
し
忘
れ
で

一
吋
一
一
福
》
》
》
》
《
《
一
》
一
一
》
》
一
一
謡
》
墨
一
一
幸
一
》
》
《
》
、
恥
聯
“
、
“

、
口
藷
雀

時
に
備
え
て
置
き
た
い
で
す
ね
（

金
沢
そ
う
で
す
ね
。
交
通

事
故
や
火
災
の
時
は
、
救
急
車

が
頼
り
で
す
か
ら
ね
。ｰ

験
を辰

充
実
じ
た
日
々
に
感
謝

平
成
元
年
十
一
月
、
》
私
た
ち
夫
婦
は
、
長
年
住
み
慣

れ
た
北
海
道
を
後
に
し
て
、
長
男
一
家
と
同
唐
し
、
高

萩
市
の
一
市
民
と
な
り
ま
し
た
。

＃
と
ん
で
ん
“
〈
い

ぶ
ふ
る
さ
と
上
湧
別
卿
は
、
屯
麗
兵
に
よ
っ
て
開
拓
登

れ
た
オ
ホ
ー
ヅ
ク
海
の
流
氷
を
望
む
、
人
口
↑
一
万
人
足

ら
ず
の
小
さ
態
町
で
す
心
開
基
九
十
年
を
迩
塊
な
が
必
。

も
桶
過
疎
化
の
波
が
蝿
し
寄
せ
て
お
り
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
押
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
や

瀧
氷
が
接
巖
す
る
蕊
節
に
な
〃
ま
す
と
り
蒙
さ
が
肌
Ⅱ

を
刺
し
、
「
水
道
の
凍
結
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
い
の
字

幕
が
Ｔ
テ
レ
ビ
に
出
る
毎
日
が
識
き
ま
す
。
溌
一
そ
ん
な
中

に
も
、
〃
流
氷
祭
り
″
や
〃
ス
キ
ー
大
会
〃
な
ど
、
北

国
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
一
つ

一
づ
が
、
奈
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
と
な
〃
ま
し
た
９
〃

温
暖
で
雪
の
な
い
高
萩
で
の
生
活
は
㈱
と
て
も
暮
ら

し
燕
す
ぐ
、
一
龍
海
道
毎
週
ご
し
舜
日
々
が
蕊
の
よ
う
寵

す
。
文
化
都
甫
を
め
ざ
し
た
活
気
あ
る
行
政
と
、
あ
ち

こ
ち
に
あ
る
工
業
団
地
へ
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
、
首

＄

＄

貼

斗

貼

＄

＄

貼

議
圏
に
近
い
ど
い
う
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
Ｐ
一舟

逼
・
礎
．
だ
、
少
し
残
念
腱
思
う
こ
窪
は
、
紙
屑
知
空
き
缶

が
ゞ
あ
ち
こ
ち
に
散
乱
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
＄

ふ
た蓋
の
な
い
下
水
溝
の
悪
臭
も
気
に
な
り
ま
す
。
お
互
い

高
木

光
子
さ
ん

（
下
手
綱
）
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射参縛惚1分参縛惚1分溥惚1分篭1分糸 識識識

○
話
し
手
○
木
村
進
さ
ん

（
消
防
署
長
）

し
「
雨
や
雪
の
日
は
、
カ
サ
で
見
に
く
い
か
ら
ね
四

と
、
神
経
を
使
う
指
導
員

し
「
雨
や
雪
の
日
は
、
カ
サ
で
見
に
く
い
か
ら
ね
四

と
、
神
経
を
使
う
指
導
員

し
「
雨
や
雪
の
日
は
、
カ
サ
で
見
に
く
い
か
ら
ね
四

と
、
神
経
を
使
う
指
導
員

#蕊

§

消火器は, 5年に1回，安全点検

を受けておいてください。

す
。
電
話
や
来
客
の
時
、
ガ
ス

の
ス
イ
ッ
チ
を
消
し
て
ま
す
か
。

金
沢
つ
い
ち
ょ
っ
と
と
思

っ
て
切
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で

す
。
も
し
火
が
出
た
ら
、
ど
う

し
た
ら
良
い
の
で
す
か
。

木
村
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
に

火
が
入
っ
た
時
は
、
ガ
ス
の
ス

イ
ッ
チ
を
切
り
、
消
火
器
、
ま

た
は
ぬ
ら
し
た
大
き
目
の
バ
ス

タ
オ
ル
を
火
に
お
お
い
か
ぶ
せ
、

空
気
を
遮
断
し
て
く
だ
さ
い
。

金
沢
と
っ
さ
に
消
火
器
が

使
え
る
か
し
ら
、
不
安
で
す
。

Z

心に余裕と

譲り合い

心に心に
ー

木
村
消
火
器
が
あ
っ
て
も

使
え
な
く
て
は
ダ
メ
で
す
ね
。

地
区
の
人
や
ア
パ
ー
ト
の
人
が

集
ま
れ
る
日
を
連
絡
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
署
員
が
伺
い
、
実

際
に
消
火
器
を
使
っ
て
消
火
の

訓
練
を
し
ま
す
。

金
沢
体
験
し
て
お
く
と
、

慌
て
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

木
村
え
え
、
火
が
出
て
か

ら
で
は
遅
い
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
、

近
所
の
み
な
さ
ん
と
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
今
年
は
、
三
月
ま

で
に
十
七
件
の
火
災
が
起
き
て

民間交通指導員
さぎのや

鷺野谷利雄さん(有明町）

朝，小．中学校の子どもたちが登校する時間帯に，紺の制服
りっしよう

を着て交通立哨をしているのを見かけたことがあると思います。

それが，私たち民間交通指導員(指導員20人)の仕事の一つです。

毎月3回，市内12か所で，交通安全母の会のみなさんと一緒に，

子どもたちが安全に登校できるように見守っています。

特に，信号の変り目が要注意ですね。急いで渡ろうとする子

どもたちを目の前に,通勤時間帯で急ぐ運転手のみなさんは,余

裕がないのか急ブレーキや急発進をしています。それに，方向

指示を出すのが遅い運転手も危いですね。曲がる30m前には，

指示を出すルールになっていますから,守ってください。 また，
こわ

女性ドライバーは，恐いですね。無理な割り込みや追い越しを

見かけます。みなさんも， ヒヤッとした経験がありませんか。

交通ルールは，車(運転手ですね)と歩行者が，安全に通行で

きるようにあります。それを一人が破ると事故になり，両者に

とって悲惨な結果しか残りません。車の運転は，私も含め心に

余裕を持ち，讓り合いの気持ちを大事にしたいですね。

それに，歩行者もルールを守ってください。話がはずみ，横

一列に並んで歩いている中学生や高校生， また， 自転車の2人
すなお

乗りも見かけます。注意してもなかなか素直に聞いてくれませ

ん。でも，見かけたら周囲のみなさんも声をかけて,｢危ないよ」

と注意をしてください。

私たち指導員は，みな仕事を持っています｡指導員の活動には，

職場の理解がとても大切です。幸いに私は，職場の交通安全副

管理者のため，職員の運転指導や保険の加入，改造車のチェッ

クなどをしています。指導貝の活動から得たことを職場で実践

したり，職員に知らせるなど，職場の中でも生かしています。

明町）

朝，小・ に
り

を着て交通工

それが，私プ

毎月3回, T

子どもたちズ

特に，信手

どもたちをf

裕がないのズ

指示を出す‘

指示を出すノ

女性ドライノ

見かけます。

交通ルー）

きるように3

とって悲惨Z

余裕を持ち，

それに， 土

一列に並ん可

乗りも見か’

ん。でも, j

と注意をし司

私たち指型

職場の理解ズ

管理者のたタ

クなどをし弓

したり，職膓

朝，小・ に
り

を着て交通工

それが，私プ

毎月3回， T

子どもたちズ

特に，信手

どもたちをf

裕がないのズ

指示を出す‘

指示を出すノ

女性ドライノ

見かけます。

交通ルー）

きるように3

とって悲惨Z

余裕を持ち，

それに， 土

一列に並ん可

乗りも見か’

ん。でも， j

と注意をし司

私たち指型

職場の理解ズ

管理者のたタ

クなどをし弓

したり，職膓

こ，紺の制服

ると思います。

罫の一つです。

さんと一緒に，

主す。

ろうとする子

なさんは,余

それに，方向

IOm前には，

さい。 また，

や追い越しを

りませんか。

島全に通行で

験り，両者に

弘も含め心に

すね。

ｳﾇはずみ，横

ﾖ転車の2人

i,てくれませ

て,「危ないよ」

ﾖの活動には

､交通安全副

豈車のチェッ

を職場で実践

しています。

し
ま
い
ま
し
た
。

金
沢
も
う
十
七
件
で
す
か
。

木
村
子
ど
も
の
火
遊
び
や
、

た
き
火
の
不
始
末
な
ど
が
原
因

で
す
。
近
所
で
火
災
が
起
き
た

ら
、
火
災
現
場
の
手
伝
い
も
大

事
で
す
が
、
ま
ず
は
、
自
分
の

家
を
飛
び
火
か
ら
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
家
の
周
囲
に
水
を
か
け

た
り
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
取

り
除
き
、
さ
ら
に
貴
重
品
を
ま

と
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

金
沢
火
を
使
う
時
は
、
十

分
に
注
意
し
た
い
で
す
ね
。

〉
一

に
薄
ク
リ
ー
ン
嵩
萩
を
心
が
吋
た
堀
も
の
で
ず
函
冠
口
《

■
近
く
に
立
派
な
楼
岡
地
区
公
民
館
が
で
き
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
恩
恵
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

新
し
く
知
り
合
つ
た
友

人
蕊
の
交
流
を
藤
め
る

と
と
も
に
視
野
を
広
め
、

健
康
の
続
く
限
り
心
豊

か
に
過
ご
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
《

後ろの表像は，流氷も使われます。

⑪
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イ
表
．
摘
み
、
バ
タ
‐
Ｌ
コ
ル
フ

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た

’

ひ
と
足
早
い
春
を
感
じ
て
も

ら
お
う
と
三
月
十
日
㈲
、
高
萩

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
員
五

十
二
人
）
は
、
身
体
障
害
者
福

祉
作
業
所
や
福
祉
農
園
〃
萩
の

里
″
で
働
く
十
七
人
を
、
大
心

苑
の
イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
と
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
に
招
待
し
ま
し
た
。

障
害
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ク

ラ
ブ
員
の
手
を
借
り
て
暖
か
い

ハ
ウ
ス
に
入
り
、
甘
い
香
り
の

イ
チ
ゴ
を
摘
み
ま
し
た
。

「
障
害
が
あ
る
の
で
、
狭
い
と

こ
ろ
を
歩
く
の
は
苦
手
で
す
。

で
も
、
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら

イ
チ
ゴ
を
摘
み
ま
し
た
〕
と
、

笑
顔
の
障
害
者
の
み
な
さ
ん
で

す
。
そ
の
手
に
は
、
パ
ッ
ク
い

っ
ぱ
い
の
ま
つ
赤
な
イ
チ
ゴ
を

し
よ
せ
人

絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
は
、
所
詮
、
好
き

な
も
の
を
好
き
な
様
に
描
く
と
い
う
こ
と
にもつ
と

要
約
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
尤

も
「
好
き
」
と
い
っ
て
も
、
作
家
に
よ
り
千

差
万
別
で
あ
っ
て
、
一
概
に
は
、
こ
れ
だ
と

断
言
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

（
）

大
事
そ
う
に
か
か
え
て
い
ま
し

た
。
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
で
も
、
ク
ラ

ブ
員
が
ス
コ
ア
帳
を
持
っ
て
介

添
え
し
、
ボ
ー
ル
の
打
ち
方
か

ら
手
ほ
ど
き
で
す
。
ボ
ー
ル
が

穴
に
入
る
と
、
障
害
者
の
み
な

さ
ん
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
ク
ラ
ブ

員
も
「
つ
い
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
喜
び
、
私
自
身
も
楽
し
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
］
と
顔
が
ほ

こ
ろ
び
ま
し
た
。
付
き
添
っ
て

き
た
人
か
ら
は
、

「
事
業
主
さ
ん
や
医
師
、
会
社

役
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

み
な
さ
ん
と
、
一
緒
に
楽
し
め

る
機
会
が
持
て
て
う
れ
し
い
で

す
ｃ
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
社

会
参
加
さ
せ
、
多
く
の
人
に
障

私
個
人
に
限
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
現
在
、

題
名
と
し
、
テ
ー
マ
と
も
し
て
い
る
の
が
、

な
ぜ
ひ

「
街
の
風
景
」
で
す
。
何
故
そ
れ
に
惹
か
れのえ

る
の
か
、
明
言
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
敢

て
い
う
の
な
ら
、
漠
然
と
し
た
答
え
に
な
り

た
戸
ず

ま
す
が
、
「
街
の
佇
ま
い
」
Ｉ
そ
ん
な
も
のＫ

高
萩
ラ
イ
オ
ジ
ズ
ク
ラ
ブ

害
者
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
受

け
と
め
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
〕

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

こ
れ
ま
で
六
号
国
道
の
空
き
缶

拾
い
や
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

る
看
板
の
設
置
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
事
業
の
開
催
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
奉
仕
活
動
を
繰
り
広
げ
て

き
ま
し
た
。

「
〃
あ
り
が
と
う
〃
と
か
、
〃
よ
か

っ
た
〃
と
返
っ
て
く
る
言
葉
が

う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
企
画
は
、

継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
四

と
小
森
会
長
。
『
奉
仕
の
光
で
、

築
こ
う
我
が
ま
ち
』
を
今
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
い
る
同

ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
今
後
も
広

が
り
そ
う
で
す
。

’
ー

ノ、

蕊鵜蕊議蕊繍議議議繍鍵蕊議鱗耀蕊議議識議議鍵灘議議議灘繕蕊蕊議灘議議議 蕊蕊

お
や
ま
だ

小
山
田
平
八
さ
ん

親
子
（
上
手
綱
）

花
の
週
末
の
夜
、
気
の
合
う
仲
間
と
赤
ち
ょ
う
ち

ん
へ
急
ぐ
人
同
様
、
楽
器
を
こ
わ
き
に
抱
え
て
、ビ
ー

朝
香
集
会
所
（
上
手
綱
）
へ
急
ぐ
の
が
、
バ
ン
ド
Ｂ

ア
橋
ビ
ー

＆
Ｂ
を
組
ん
で
二
十
五
年
余
り
に
な
る
小
山
田
平
八

さ
ん
た
ち
で
す
。
今
は
、
四
月
末
に
予
定
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
演
奏
会
の
音
あ
わ
せ
に
猛
練
習
中
で
す
。

音
楽
の
好
き
な
平
八
さ
ん
は
、
若
い
こ
ろ
、
五
人

で
バ
ン
ド
を
組
み
、
農
家
の
納
屋
を
借
り
て
練
習
し
、

友
人
の
結
婚
式
や
老
人
会
の
集
り
で
演
奏
し
た
り
、

望
洋
荘
に
慰
問
を
す
る
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
今
で
は
、
次
男
の
誠
さ
ん
と
長
女
の
裕
子
さ f,f

音楽は仕事への

起爆剤小山田平八さん(左),誠さん(右)と
ゆう

芳賀裕子さん

＊連絡先＊市民活動課査23-2111内線262 ⑫(イキイキ横顔),紙面に登場Lﾉてくださ～い。
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簿 中村俊
昌咄f

さん

灘篭 (東本III1)

ビを
表
現
し
た
い
の
で
す
。
街
と
い
う
も
の
に

お
の

も
、
自
ず
と
個
有
の
表
情
が
あ
る
は
ず
で
あ

り
、
そ
れ
が
、
朝
・
昼
・
夜
と
時
間
的
な
変

化
や
、
瓜
・
剛
・
坪
と
い
う
気
象
条
件
、
ま

た
季
節
に
も
影
稗
さ
れ
、
そ
し
て
最
も
重
要

な
人
的
要
因
も
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
全
て
の
も

こ
ん
ぜ
ん

の
が
潭
然
一
体
と
な
り
、
街
の
風
景
と
な
っ

て
行
く
、
そ
ん
な
過
程
に
興
味
は
尽
き
な
い

ー

ノンブラック展

「街の風景」

の
で
す
ｃ

こ
こ
近
年
に
な
っ
て
、
急
速
な
早
さ
で
木

造
の
建
物
が
消
滅
し
て
い
ま
す
。
創
作
意
欲

か

を
掻
き
立
て
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
残
念
な

こ
と
と
は
思
う
が
、
人
間
の
生
柄
と
い
う
時

間
の
流
れ
の
中
で
は
、
什
方
の
な
い
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
現
実
の
風

景
も
ま
た
魅
力
的
な
対
照
で
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
し
か
し
、
私
の
場
合
、
そ
の
対
照
と
な

る
街
舳
み
が
現
実
に
存
在
す
る
か
と
い
え
ば
、

実
在
し
え
な
い
街
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
心

象
風
景
的
な
も
の
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
理

想
と
す
る
街
並
み
を
描
こ
う
と
し
て
い
る
様

た
い
そ
う

な
気
が
す
る
の
で
す
。
そ
ん
な
火
脚
な
も
の

で
は
な
い
に
し
て
も
、
理
想
都
市
の
創
造
、

そ
れ
が
、
現
在
の
好
き
な
も
の
を
好
き
な
様

に
描
く
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
最
も
好
き
な
も
の
が
、
「
街
の
風
景
Ｌ

な
の
で
す
。

－－

r一
両b銘幸二

好
き
な
バ
ン
ド
の
時
間
を
つ
く
る
た
め
に
、
人
並
み

以
上
に
仕
事
を
し
な
く
て
は
、
と
心
が
け
て
い
る
よ

メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
も
。
音
楽
に
酔
い
た
い
人
は
、

集
っ
て
楽
し
も
う
よ
い
と
Ｂ
＆
Ｂ
の
輪
が
広
が
る
の

を
望
ん
で
い
ま
す
。
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

音
楽
を
楽
し
み
、
音
楽
に
せ
ま
る
小
山
田
さ
ん
親
子

病
Ｌ
半
９
０

ん
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
十
三
人
に
な
り
ま
し
た
。

誠
さ
ん
は
、
「
自
分
の
力
を
試
し
た
い
四
と
プ
ロ
を

め
ざ
し
、
別
に
バ
ン
ド
・
ベ
ズ
ニ
ー
を
編
成
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
裕
子
さ

ん
は
、
「
ん
…
、
好
き
だ
か
、
＆
と
二
つ
の
バ
ン
ド
の

練
習
日
は
、
子
ど
も
を
母
親
に
預
け
て
参
加
し
て
い

る
ヤ
ン
グ
マ
マ
で
す
。

「
青
楽
を
聞
く
だ
け
で
は
、
満
足
で
き
な
い
者

の
集
り
だ
よ
。
符
而
の
レ
イ
コ
ン
マ
何
秒
と
い
う
汗

符
を
追
い
か
け
て
音
に
し
て
い
く
に
は
、
敏
し
ょ
う

さ
、
精
巧
さ
、
順
応
性
を
要
求
さ
れ
る
し
、
体
力
も

必
要
だ
。
難
し
い
が
、
こ
れ
が
た
ま
ら
な
い
ね
〕
と

話
す
平
八
さ
ん
に
、
仕
事
と
バ
ン
ド
の
両
立
の
ヒ
ケ

ッ
は
と
聞
く
と
、
「
趣
味
は
、
仙
事
へ
の
起
爆
剤
だ
よ
。

LL』邑

ｑ
「
七
十
一
番
歌
合
」
に
み
え
る
医
師

く雲奏竜〆亥
Ｐ

ｒ

凸

糸弓‘含‘琵等ｺ冒呂』

一

⑬ まちづくりに地道な活動をしているグループ(まちづくりに一役/)や,身につけた技や趣味をもつ人
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自然木の空き缶入れ 市では,勤労青少年ホー
ムの前に巨大な自然木を利用した空き缶入れを作りました。

空き缶の散乱防止と資源の再利用のためご協力ください。

簡易火災速知器設置福祉事務所と消防署で，
3月4p(月)から11H(月)までの8日間，市内の一人暮らしの

お年寄り124人を訪問し,簡易火災速知器を取り付けました。

両戸

雷

鯛
曇 蕊溌鐘跨患“

う 坪
織
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麹
騨
鱗
》

1
識

篭

騨

皐

謹蕊驚鍵…
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字…

蕊

二人だけの卒業式 佐川勇男さん撮影(上君田）
君田中学校で3月13日(和，

二人だけの卒業式が行われ，在校生(23人)や先生，父兄な

と．のみなさんに送られ，残雪の残る母校を後にしました。

ホームまつりで茶会
ふれあい茶会やパソコン

体験など， 3月17日(H)勤労青少年ホームで活動発表会のホ

ームまつりが行われ，訪れた人と楽しい時を過ごしました。
～
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鍔 篭､ 串己 ：､強､ 串 ､ ､
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1

!驚浮霧鷺御”蕊; ‘;……』ー

総患鱸ilWW"-……僻 溌蕊識

第10回書道連盟展
第10回耆道連盟展が， 3

月29R(f)から31日(I1)まで文化会館で開かれ，一般・教育部

約1,000点の作品が,訪れた人の目を楽しませてくれました〔

第18回社会福祉大会第18回社会福祉大会が，
3月26R(火)文化会館で開かれ，ボランティアの育成や地域

福祉活動の推進などを誓い合い，盛大に執り行われました。

⑭



垂錘

あなたの写真や情報をお待ちじています

＊連絡先＊市民活動課広報広聴係査23-2111内線262

ポンプ積載車を配置地域消防活動のより一牌
の強化を図るため， 2月28日(木)市役所玄関前で，上君田の

第17分団へ消防ポンプ積載車が配置されました。

ー

ｲ

1

蘭

鑑

〆室

美しい歌声が響いて 山形l1l美&東京室内管弦
楽団の演奏会が3月9日(け文化会館で開かれ， オーケスト

ラをバックに市民合唱団等が美しい歌声を響かせました。

中華料理に挑戦よ･／ 料理の品目と友だちを増
やすために， 3月3日(H)中央公民館で， 目の不自由な人た

ちの料理教室が開かれ，中華料理に挑戦しました。 ー

#撚蕊蝿議認灘#癖…鱗§織蕊蕊藍溌蕊

高齢者大学の卒業式鴬2憲鰯弱Ⅲ〕
の卒業式と終了式が， 3月7日（木）中央公民館で行われ， 51

人が卒業189人がそれぞれ進級しました。

綱引き大会で初優勝第51ul水戸市長杯争奪綱
引き大会が， 3月10H(日)水戸市民体育館で行われ，高萩バ

ックギャー(大和H1信明監督外10人)が初優勝を飾りました。

⑮



雷くらしの上

インﾌオ
メーシヨン

と :「あらう変わ主)たわれ凶と感じてもらえるとうれしいのですが勢6ゞ4月号

から紙而を一新し, f連載も変えてみました｡今後どもよろしくお願いします。
いかがですか

L

I
に

子さんが再任 市議会の正･副議長が改選になりました

函 潮市民課 盃23-2111 議会事務局 盆23-2111内線
【、 ●一

O常任委員会 （敬称略）

織
鍜

3月の高萩市議会定例会で

正・副議長の改選が行われ，

次のように決まりました。こ

れに伴い，市議会の常任委員

会に，一部異動がありました

のでお知らせします。

（敬称略）

高萩市議会議長飯田邦昭
もとしけ

〃 副議長鈴木本成

なお詳しくは，高萩市議会

だよりの5月サでお知らせし

ます。

委員会名 委員長 副委員長委 員

渡辺賢太郎

矢代洋三

鈴木 茂

許 原口咲子さん
(#ll町3-5)

恋22－3286

のりつぐ

金沢典胤総務 篠原新一郎

田
井

平
和
中

三
錘
和
雄

正
盛

文教

厚生
吉川多喜予寺岡 一上郎

2月15n付で原口咲子さんが，再び

法務大臣から人権擁護委員（任期は3

年間） に委I嘱されました。

○市内の人権擁護委員 （敬称略）

永山美知雄下手綱590 a22-2735
のぶぉ

北畠暢男本町4-84 芯22-2851

大平喜美子本町4-20 盃22-4128

鈴木廣美上君田537 a28-0103

鈴木徳男

経済 明摺II 健一 舟生佳紀

（
）

根本
献
未

行男

こ
やすまさ

安應

郷土

鈴木

佐川

建設|大部勝央|鈴木兼協

4月1日付の市役所の人事異動です ‘ ， !揃の職腫で、
山、忠広（水道課主任） ・会計課出納

係長＝下山田幸（会計課主任） ・秋山

幼稚園教頭＝柴田淳子（秋山幼稚園主

任）

<新規採用者＞

・伊藤加代子＝庶務課・鈴木智弘＝税

務課・長瀬好毅＝市民課・大森壮一＝

衛生課・小泉伯文＝福祉事務所◆小野

瀬彩子＝高萩保育所・大関美津江＝商

工観光課・小原勇樹＝建設課・男澤加

奈子＝高萩中学校・豊H1 望＝君田小

学校・大内幸浩一松岡中学校・今川安

子＝学校給食センター・沼田政広＝学

校給食センター・鈴木良之＝建設課●

堀田幸司＝水道課・舟生和彦＝水道課

〈平成2年12月31日退職＞

○小林由美子（衛生課）

<平成3年3月31日退職＞

○矢代利男（民生部長） ○棚谷寿夫

（教育委員会参事兼中央公民館館長）

○沼田亨（経済部参事） ○武藤守

男（迷設部参事） ○黒沢豊（庶務

課） ○木原llt津子（職員課） ○佐藤け

い子（松岡中学校） ○小室トミ子（学

校給食センター） ○高萩フク （学校給

食センター） ○沼田恵以子(東小学校）

○鈴木とみ（君田小学校） ○赤津錦吾

（建設課） ○高橋秀子（市民課）

所長補佐兼援護係長＝鈴木末男（文化

会館館長補佐） ・福祉事務所所長補佐

兼庶務係長＝鈴木勝一（農林課課長補

佐兼農林係長） ・建設課技佐＝櫛HI勝

敏（農林課技佐兼農業土木係長） ・会

計課課長補佐兼用度係長一大高一生

（会計課課長補佐兼出納係長） ・秘耆

課課長補佐兼秘書係長＝豊田令一（秘

書課秘耆係辰） ・税務課課長補佐兼市

民税係長＝下山、保雄（税務課市民税

係長） ・衛生課課長補佐兼予防衛生係

長＝若林俊夫（衛生課公害係長）

<係 長＞

・衛生課公害係長一大友勝重(ll立・

高萩・十王広域下水道組合係長） ・日

立・高萩・十王広域下水道組合係長＝

高久和行（建設課建築係長） ・多賀地

方農業共済事務制1合係長＝神代紀雄(農

林課畜産係長） ・税務課管理徴収係長

＝小野清二(監査委員事務局係長)・財

政課管財係長＝椎名忠義（保険年金課

国民年金係長） ・保険年金課|可民年金

係長＝遠藤宏(柵祉事務所援護係長）

・農林課農業土木係長＝坂場博一（建

設課土木係長） ・農林課畜産係長＝島

崎武純（税務課管理徴収係長） ●建設

課建築係長＝棚谷敬夫（財政課管財係

長） ・建設課土木係長＝村山司郎（都

市計画課主任） ・水道課工務係長＝下

<部 長＞

●民生部長＝佐川庄一（｢|立・高萩・

十王広域~|ﾏ水道組合次長） ・日立・高

萩・十王広域下水道組合次長＝高野忠

信（農業委員会事務局長） ・農業委員

会事務局長＝田中茂美（教育委員会参

事兼庶務課長） ・教育委員会参事兼中

央公民館長兼文化会館館長＝松本弘文

(教育委員会社会教育課長）

<課 長＞

・住宅公社副参事＝藤HI一夫（水道課

技佐兼工務係長） ・学校給食センター

所長＝咄Ⅲ信二(財政課課長補佐)●教

育委員会庶務課長＝相良光男（衛生課

課長補佐兼予防衛生係長） ・教育委員

会社会教育課長一作1I1南雄（学校給食

センター所長） ・学校給食センター副

参事＝大i高五郎（学校給食センター所

長補佐）

<課長補佐＞

・農林課課長補佐兼農林係長＝鈴木俊

光（多賀地方農業共済事務組合課長補

佐） ・市民活動課課辰補仏兼市民活動

係長＝中村貴昭（多賀地方農業共済事

務組合係長） ・多賀地方農業共済事務

組合課長補佐＝大森滋久（福祉事

務所所長補佐兼庶務係便） ●文化会館

館長補佐＝井下勲（市民活動課課長

補佐兼市民活動係長） ・福祉事務所

I

~空
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詞しらせ 〈

児菫手当等の窓□が

変わりました【塚
の汲み取り料金が

変わりました 【施設からのごみ処理

手数料が変わりましたI 福祉事務所念23-2111岡鋤花貫衛生センター 壷22-431
[し

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

4月から， し尿の汲み取り料金が，

次のようになりました。

364（1本)当たり 260円

（364に満たないときは， 364とみなす）

また， し尿の汲み取りは， 日曜日・

祝日が休みですが， 4月20日出も休み

となります。汲み取りは，直接次のと

ころへ連絡してください。

高萩清掃社｡．…･念22-2653, 23-4800

飯島清掃社･…･ ･念22-2263

十王清掃……念32-5505

これまで保険年金課で行っていまし

た児童手当などの受け付け窓口が， 4

月から福祉事務所に変わりました。

北部衛生センター
、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

旅館，病院，事業所，その他不特定

多数の人が出入りする施設などからの

資源ごみ（冷蔵庫洗濯機， テレビな

どの電化製品） を， 自ら搬入するとき

の処理手数料が， 4月から表のように

改正になりました。

ただし，一般家庭，及びこれに類す

るものについての処理手数料は，今ま

でどおり無料です。

○児童手当

○児童扶養手当

○特別児童扶養手当

○特別障害者手当

○障害児福祉手当

○経過的福祉手当

保
険
年
金
課
か
ら

‐

祉年金を

の提出をI

これまで，老齢福祉年金を受けるた

めに，年1回，福祉年金証耆を提出し

ていただいたのが， 4月から年2回に

なりました。提出の時期は， 4月期の

年金を受け取った後と， 8月期の年金

を受け取った後です。

これは，今まで物価スライド制によ

金特別証書は，無くなりました。

まずは， 4月期（4月11日(木)以降）

の年金を受け取りましたら，福祉年金

証言を保険年金課へ提出してください（

福祉年金証書の8月期の年金額の欄に，

差額分を含めた年金額を記入してから，

受給者のみなさんに証書をお返ししま

用を

動福祉事務所念23-2111内線35
【，

ちほう

家庭で，寝たきりや痴呆症のお年寄

りを介護している家族が，一時的に家

庭で介護するのが困難になった場合，

そのお年寄りを特別養護老人ホームで

お世話します。

利用期間原則として7日以内

利用場所特別養護老人ホーム
しようらぃ

「松籟荘」

す。提出を忘れますと， 8月期の年金

が受け取れなくなりますので，必ず4

月30日(火)までに保険年金課へ提出して

ください。

る年金額の改定のために生じた差額分

を,「国民年金特別証書（差額分を受け

取る証書)｣で受け取っていた方法が変

わったためです。これにより，国民年

ー

割り引きになります
ガイドヘルパーさんの

ご利用を【 平成3年度の国民年金保険料は，

あらかじめ1年分をまとめて納め

ること （前納）ができます。前納

の納期は， 4月30日(火)までです。

前納すると保険料が，右の表のよ

うに割り引きになりますので，ぜ

ひご利用ください。

岡福祉事務所金23-2111
r可
L』

重度の視覚障害者や脳性まひなどの

全身性障害者のみなさんが，外出する

時に，家族にかわって付き添いをする

ガイドヘルパー制度ができました。こ

れは，市役所や医療機関なと、に出かけ

るために，付き添いを必要とする場合

で，通勤，通学，営業なと響のためは除

きます。利用したい時は，事前に福祉

事務所に連絡してください。

､、

平成2年度分（平成2年4月から平成3年3月まで）の保険

料は， 4月30日㈹までなら， お手持ちの納付書で納められます。

もし， この期日を過ぎますと， 日立社会保険事務所へ行って納

めるか，納付書を再発行してもらって納めるようになります。

納め忘れがないか， もう一度確かめましょう。
…

⑰

1回の搬入量

200kg以下

200k貝を

超える

改正前→4月からの料金

1回2，06()円

E●1回4,326円

100kgを増すごとに

1回1,030円を加算する

今1回2,163円を加算する

※100kg未満も100kgとみな炎

保
険
料

定額

定額112,800円
十

付加 （9,400P1xl2か月）

月々納めた場合

108,000円

(9.000円×12か月）

4月30日㈹まで

に前納した場合

105,390円

110,070円

割引額

2,610円

2,73()円
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プレイガイド 一

田所書店，仲屋書店，㈲上島名ねもと， コミュニティストア高浜やおけん，野木

商店サ ピアノマート(磯原)， 日立市民会館， 日立シビックセンター，文化会館

of砺月から毎月第3月曜日が; ■蕊守嵐
蕊綴… 窪 "‘篭惑鐙魂

蕊録潅め,休館ときせていたⅡだき穰溌a
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モスクワ

ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ交響楽団
常陸太田市一

と き 5月19日（日） 午後6時30分

ところパルティホール

（常陸太田市民交流センター）

入場料S席 8,000円

A席 7,000円

演奏曲○ポロネーズ○ヴァイオリン

協奏曲○交響曲第6番｢悲情」

※詳しくは，パルテイホールへ

壷(0294)73-1234

ﾖｰﾛｯバ版画の巨匠たち
日立市一

4月21日(日)まで午前10時か

ら午後6時まで（毎週月曜日

と第1火曜日は休館）

日立シビックセンター(JR日

立駅前）

し 妾
← =

ところ

十王子どもまつり
十王町一

と き 5月5日(日）

※詳しくは，商工会内十王子どもま

つり実行委員会へ 念32-2086

00
～

時間

ところ

内容

昼の部

午前11時～午後2時

十王町総合運動広場

●空き缶壁画づくり

●子ども屋台，外

夜の部

干後7時～

伊師浜海岸

花火大会



hh

くらしのくらしの

イイ もよぁし ご家族で,県民交通

災害共済の加入を【ﾒF-シヨ＞ﾒF-シヨ＞ 第17回楽しく遊ぼう

みんなの広場
上

教育委員会社会教育課電23-''り
I 雨 盃勿市民活動課盆23-2111

一

L』

平成3年度の県民交通災害共済の加

入を受け付けています。会費を添えて，

市役所玄関受付で手続きしてください．

会 費（1年間)大人 900円

中学生以下500円

共済期間毎年4月1日から翌年3月

31日

万一の時のお支払い見舞金

死亡 100万円

最高傷害 30万円

身障見舞金 50万円

'3日です。
27日〃
'3日です。
27日〃

●

04月の土曜閉庁は，04月の土曜閉庁は，
新緑に包まれる森林公園で，恒例に

なりました第17回楽しく遊ぼうみんな

の広場を開催します。友だち，また,ご

家族そろって参加し，楽しい一日を過

ごしてください。広場の内容について

は， 5月号でお知らせします。

と き 5月19日（日）

午前10時から午後2時まで

雨天のときは， 5月26日（日）

ところ森林公園

◎市役所: ､" : ご壱23－21;11㈹◎市役所: ､" : ご壱23－21;11㈹

行政相談

とき4月11日休)と25日附

､午後1～3時

ところ市民相談室

担当市民活動課 内線261

交通事故相談

とき4月17日体） 4薊10~午後3時

ところ市民相談室

担当市民活動課 内線261

健康;･育児相談

とき毎週月曜日午前9～11時

ところ保健センター壷24-2121

ことばの教室

日時を電話で打ち合わせてください。

ところ高萩小学校 金23-4240

心配ごと相談

とき毎週木曜日午後1～3時

ところ市民センター念22-5683

担当社会福祉協議会内線354

家庭児童相談

とぎ毎週火曜日・午後1～3時
紗 H1 , 沌

ところ”市民センター念22-5683

掴当福祉事務所 ＊Ⅲ 内線352

補聴器と補装具の巡回相談

身体障害者手帳とハンコを持参のこと

とき4月26日園午前9～12時

ところ市民センター念22-5683

担当福祉事務所 内線353

子ども相談

日時を電話で打ち合わせてください。

ところ教育委員会 念23-1131

高萩市民吹奏楽団

第3回定期演奏会｛
画二戸

【
たんしよう

丹生神社の棒ささら

云洞關靱ゆ図書館 事務局大高達也念23-717
咳可

L 』 rD

音楽をこよなく愛する団員が奏でる

調べを，ぜひお楽しみください。入場

は，無料です。

と き 4月28日（日）

午後2時

ところ文化会館

棒ささらを復活して, 10年目を迎え
たい二

ました。笛や太鼓にあわせて舞う三匹
し し力iしら

の獅子頭の舞いを,お楽しみください。

と き 4月14日旧）

午前10時から午後1時まで

ところ丹生神社(下手綱)境内

ノ聖、

、

＝、

息 みず

三

＊＊＊＊＊＊＊＊

お

瑞男さん （有明町）

000円 香典返しの一部

主命高萩営業所一同

囮寄贈…教育委員会へ

○伊東利幸さん(秋山)外10人

秋山小学校校歌碑 1基

○安田火災海上保険㈱外4社

新入学児童に交通事故傷害保険

付き黄色いワッペン 510個

○高萩市農業協同組合

新入学児童に交通安全I帽子

535人分

圏寄贈･･･図書館へ

古耆寄贈
かどうのながまさ

○上遠野長政さん （高萩）

○朝日生命高萩営業所一同

20,000円 社会福祉へ

○小峰美光さん （東京都）

200,000円 老人福祉へ

○西丸堅太郎さん （本町）

200,000円 香典返しの一部

○鈴木照子さん （下君田）

1,000,000円 老人福祉へ

圏寄贈…福祉事務所へ

○NTT高萩支店

「電話お願い手帳｣100部外

ー

＊
＊
＊
＊
＊
弓
ツ 5月の日曜当番医 弓 人□と世帯●一一一－，

前月比

35,320人 （＋9）

17,406人 （＋10）

17,914人 （－1）

10,867世帯(+19)

人n

男

世
４
月
の
納
税

４
月
の
納
税

国民年金（4月分）

4月30日脚までです－ 時間は，いずれも午前9時から午後4時までで魂 3月1日現在一

⑲

5日

12日

19日

26日

石 病院

滝川医院

十王医院

白土医院

諸原医院

東本町

春日町

十王町

東本町

高戸

23-171］

23-3100

32-3266

22-2697

23-3113
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会にコンピューターが登場している昨

今，学校でもこのような社会の要請に

応え，パソコンを学ぶ授業がありますc

さらに， コンピューターを使って学習

する(C.A.I)教室(40人用） も設置さ

れ，新入生の利用が待たれています。

「パソコンは,ベーシック（コンピュー

ターを動かすための命令用語の一つ）

を覚えると，モノ作りの作業の能率は

上がるし，何よりもおもしろい道具で

すね』と，モノ作りの仕組みを学ぶ生

徒たちの手が，盛んに動きます。実社

轟弄鐺;琴

／

篭

織識

ミツマタ
一

黄色い花をつけるミツマタ。皮

は，和紙の原料です。ミツマタは，

水戸藩経済を支える和紙の生産の

ために栽培が奨励されました。そ

の名残が，山間地で見られます。

蕊

篭

市民憲章 、 グ

ー

1． 自然をたいせつにし，美

しいまちをつくりましょう

1． きまりを守り， ’明るいま

ちをつくりましょう

1．礼儀を正しくし， うるお

いのあるまちをつくりまし

ょう

1．元気で働き．豊かなまち

をつくりましょう

1．思いやりのある，あたた

かいまちをつくりましょう

二の4月で広報胆聴(巾報】蒜藻後記“いい公園ね""会合ができる
の仕事も8年目を迎える。広くみなさ よ”などの明るい声が返ってくる。新

んの声を聞いて，行政の中に反映させ， しい施設を活用できる胸の高鳴りと，

また，行政の仕事を広報する,，市民参 意欲の表われだ。その陰には,「どお，

加のまちづくりの一翼を担う仕事だ。 いい造りだろう」と，寒中や雨の日に

その役割を強めようと紙面を一新した。 も建築の作業をする人の姿がある。そ

決してマンネリや手抜きではありませ まつに使えないな～と身が引き締る。
あし

んので悪からず……。 （春） （ヒロ）
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